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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

バラネザハド 有礼
左・助教

Dental Materials Senior Adviser 日本歯科理工学会

バラネザハド有礼
左・助教

基盤研究(C)「骨形成における ROS の影響
とそれを抑制するインプラン ト表面の設
計」

バラネザハド有礼
左・助教

基盤研究(C)「抗菌性および抗真菌性を有し
治癒促進効果を持つ粘膜調 整材の開発」

阿部薫明・准教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)
「赤外照射による外部刺激応答性を持つ低
侵襲インテリジェントＤＤＳの開発」

阿部薫明・准教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「マイクロアクチュエータを指
向する赤外応答性ナノカーボン/ポリマー複
合粒子の開発」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

渡邊郁哉・教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)「骨形成におけるフェロトーシ
ス抑制機構の解明と生体材料への応用」

日本学術振興会 分担

日本学術振興会 分担

阿部薫明・准教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「生体硬組織に接着する吸収性
素材の設計開発と保存修復・歯内療法・歯
周治療への応用」

バラネザハド有礼
左・助教

日本学術振興会 代表
基盤研究(C)「生体活性ジルコニアインプラ
ントの創製」
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